
本地区の整備にあたっては河畔林の豊かな環境、景観の特性を活かした「自然活用空間」を形成することを目指し、森の中での「遊び空間」や「憩いの場」を創り出すとともに、

市民による「樹林育成・管理」のための活動拠点を設けるなどの整備を提案しました。

河畔林の豊かな樹林と人工的な施設整備を融合させるため、現況樹木を積極的に取り入れた施設配置、デザインとしています。また、現況樹林を活かすためにも大幅な地形

造成は行わず、現況地形のなかで多様性のある空間を創り出しています。現況の樹林、樹木のなかで、できる限り自然素材を用い従来の公園には見られない魅力ある遊び空

間を創り出し、幼児から高学齢児まで、多様な遊びの場を設けるとともに、樹冠、中空、樹上のデッキなど非日常の強い空間を創り出すことで、遊びの誘発、展開を図っています。

また憩い、休憩の場をなる芝生広場を中心に、ゆったりくつろげる木陰の小空間を整備しております。

豊かな遊びのなかで子どもたちが楽しく遊び、発見・学習・創造することのできる「遊び空間」となり、いつまでも多くの人々に親しまれる空間であることを目指しています。

http://www.kukan.com
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